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研究成果の概要：本研究の成果は主に次の二点である。１）まちづくりを考えるためのワーク

ショップや社会実験と支援データベースの連動 ２）まちづくり支援データベースの完成  
１）はまちづくり協議のプロセスをシナリオ化することで擬似的に体験し、データを蓄積する

ための社会実験や、ワークショップのコンテンツを蓄積することでまちづくりの支援管理シス

テムとしてのデータベースの活用を行った。２）については、まちづくりアイディアやデータ

を地図のポイントとリンクする、flashなどを用いたインターフェースのデータベースと、GIS
を活用したデータベースを作成した。 
さらに、完成したデータベースについてまちづくりデータベースと GISの専門家と意見交換を
行い、データベースの今後の可能性と方向性を明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 12,100,000 3,630,000 15,730,000 

２００７年度 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

２００８年度 6,700,000 2,010,000 8,710,000 

年度  

  年度  

総 計 28,100,000 8,430,000 36,530,000 

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学 ・ 都市計画・建築計画 
キーワード：都市計画、まちづくり 
 



１．研究開始当初の背景 
都市計画の分野の研究は、分析学的研究が主流
で個々の技術開発は他分野で開発されたものを
活用することが多かった。しかし、まちづくり
という、多様な主体が参画して合意と協働に基
づいて事業を進めるためには独自の技術が必要
であり、参加のデザイン技術はこのような要請
にこたえたものであった。申請者らによる「ま
ちづくりデザインゲームシステム」はその活用
システムも含め、実用的な場面においても有効
性を発揮して高い評価を得ている。 
 しかし、まちづくりがより広域にわたり、複
雑で多様な社会的文脈の中で参加と公開の原則
に基づき、長期的なビジョンのもとで進められ
るためには、これに対応する連携と編集の仕組
みを持った新たな技術開発と支援システムを構
築しなければならない。 
 次世代のまちづくりにおいては、防災、福祉、
介護、教育など、市民自らがまちづくり事業の
担い手となる場面が多くなり、地域という広い
範囲の中で多主体が連携して、長期的なビジョ
ンを実現すべく各まちづくり事業を進めること
が必須の条件となる。 
 本研究は、このような時代を見据えて、新技
術と支援システムの開発に取り組むものである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、これまでに申請グループが開発した
「地区を単位とした個別のまちづくり事業」に
対応した「まちづくりデザインゲームを核とし
たまちづくり支援システム」を基礎として、広
域（首都圏で言えば私鉄駅の駅勢圏、複数の小
学校区のまとまり程度）の多様な主体が連携し、
このシステムを応用しながら、２０年から５０
年という長期にわたり地域の将来像の実現を目
指す「地域まちづくり」のための技術とシステ
ム開発を行うことを目的とする。 
具体的には、１）長期にわたる地域まちづくり
をシミュレーションする社会実験ゲーミングシ
ステム、２）地域まちづくり情報データベース
システム、の２つの手法とシステム開発を行い、
これらの有機的関係により、３）地域まちづく
りの進行管理支援システムを構築し、広域の多
主体が連携し、長期にわたるまちづくりの将来
像の実現を支援するシステムの確立を目指すこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究の方法を以下研究の目的別に示す。 
 
（１）長期にわたる地域まちづくりをシミュレ
ーションする社会実験ゲーミングシステム、：地
域まちづくりをシミュレーションする社会実験
ゲーミング 

これまでのまちづくり議論と、将来予測される
まちづくり議論をシナリオ化し、社会実験ゲー
ミングとして、まちづくりに関心がある学生を
被験者とし、これまでのまちづくり議論による
地域のステイクホルダーの立場と議論プロセス
について追体験を行う。本社会実験により、長
期的なまちづくりの情報管理と追体験について
の方法論を検証した。対象地域は、これまで本
研究チームが実践のまちづくりに関わってきて
おり、信頼関係が醸成されている、長期的な視
点を持った複数の地域まちづくりが並行して実
行されている地域である中野区西武新宿線沿線
のまちづくりの勉強会の範囲とした。 
具体的には次の通りである。 
 
①構築したデータベースの情報をもとにして、
各地域のまちづくりの「総意」と、まちづくり
の各ステイクホルダーの立場を仮想シナリオ的
に作成する。 
仮想シナリオは、これまでの議論の成果物であ
る計画案やイメージなどとリンクしている。こ
れらのまちづくりの将来イメージは、カード化
され、シナリオが進む中で選択肢として与えら
れる。 
 
②被験者を各地域に分けて、担当地域を決定す
る。被験者によって、各ステイクホルダーの立
場のロールプレイングを行い（まちあるきなど
を含む）、地域別に「総意」を作成する。「総意」
は選択肢として与えられた将来像をもとに、各
地域を担当するファシリテーターによってコン
トロールされ、被験者の協議の上で作成される。 
 
③地域ごとの総意を全体で議論し、広域で生じ
るコンフリクトを疑似体験する。広域での議論
の際には、コンフリクト・シナリオが提示され
る。 
 
以上の社会実験プロセスの中で、各体験段階で
被験者にアンケート調査を行い、社会実験ゲー
ミングの有効性について検証した。 
 
（２）地域まちづくり情報データベースシステ
ム 
地域まちづくりと連動して、これまでの議論か
らでてきた成果を FlashベースとGISベースの
データベースに蓄積した。具体的には次の通り
である。 
 
・GISと Flashのデータベースのポータル作成 
Web上に、GISデータと Flashによるまちづく
りデータベースのポータルを作り、データを一
括管理した。 
 



・地域別の Flashデータベースの作成 
各地域の地図上にポイントを作成し、各ポイン
トについて議論されてきた成果（主に空間像）
をストックした。それらの議論成果は時系列順
に並べられ、議論の変遷が明らかになるように
した。また、各データにタグをつけることで空
間像に付随した議論についても検索可能とし、
地域まちづくり議論の文脈を可視化するように
した。 
 
・地域別の GISデータベースの作成 
主に実践まちづくりを行っている中野区・新宿
区において、基本的な GISデータ、及び分析デ
ータを蓄積した。 
 
（３）地域まちづくりの進行管理支援システム： 
上記のデータベースに現在進行形の議論やプロ
ジェクトの情報を蓄積することで、情報プラッ
トフォームとして、進行管理の支援を行う。 
 
４．研究成果 

本研究の成果は主に次の二点である。 
 
１）まちづくりを考えるためのワークショップ

や社会実験と支援データベースの連動 
２）まちづくり支援データベースの完成 
 
１）はまちづくり協議のプロセスを、仮想シナ

リオを用いて擬似的に体験し、データを蓄積す

るための社会実験や、ワークショップのコンテ

ンツを蓄積することで、まちづくりの支援管理

システムとしてのデータベースの活用を行った。 
社会実験はこれまでシミュレーション装置を用

いて共有してきた将来像を蓄積したデータベー

スを活用しながら、研究方法で示したようなプ

ロセスで行った。被験者に対する調査から、被

験者が最終的に各地域のステイクホルダーの立

場に対する共感や地域への愛着を感じ、議論の

中で個人的意見を妥協して「総意」を形成した

と回答するなど、このような疑似体験型社会実

験が、長期的なまちづくりプロセスを再現し、

理解することに効果があることが分かった。 
 
２）については、研究の方法で示したとおり、

まちづくりアイディアやデータを地図のポイン

トとリンクする、flashなどを用いたインターフ
ェースのデータベースを作成した。このデータ

ベースは中野区西武新宿線沿線のまちづくりに

ついて主に作成された。また、中野区での成果

や課題は、同じく実践まちづくりを長期的に行

っている鶴岡市などでのまちづくり議論のデー

タベースにフィードバックされ、異なる種類の

データベースが議論された。 
中野区での成果として、例えば沼袋地域では、

地域の地図上に２４個のポイントを作成し、駅

の計画案や商店街の街路整備案などを時系列に

整理することで、今後のまちづくり議論のイン

フラとした。また、横断的な検索機能により、

議論のトピック検索を可能とし、まちづくり議

論の文脈を可視化した上で、長期的なまちづく

り議論の中での情報管理のためのツールとする

ことができた。 
 
GIS を活用したデータベースについては、定量
的なデータだけを蓄積するのではなく、数値デ

ータを蓄積した上で、定性的データ（将来像計

画案や居住者へのヒアリング調査）も同じデー

タベースに載せることで、数値的に分析できる

街区の特性と、定性的な調査結果を合わせた総

合的な分析を行った。 
定量的な分析データとしては、地域危険度など

がある。これらの定量的な分析を、アンケート

調査や、住民ワークショップから出てきた案と

組み合わせて分析することで、住民の意見や、

ワークショップでの計画案を客観的な指標で評

価することができた。例えば、住民ヒアリング

からの地域に対する意識と、実際に発言者が居

住している街区状況との因果関係や、密集市街

地を持つ地域における、道路拡幅・沿線不燃化

後による効果の検証などのデータを蓄積してい

った。また、研究対象地域の今後のまちづくり

の進行管理の方法を提示するため、今までの主

な物理的なデータ、として、まちづくり計画、

整備事業の実績、建築確認申請データ及び空間

更新のデータを蓄積し、密集事業後から約 5 年

ごとの変化を比較することにより、計画と整備

事業の関係、整備事業と空間更新などとの関係

の分析を行った。具体的な分析は、整備事業の

実績を中心に波及範囲を設定（各地区の建築確

認申請データに元に求めたもの）し、その範囲

内での空間更新の変化を分析した。また、変化

が見られる街区を中心に、街区レベルで 3 次元

シミュレーションを利用して更新の特性を明ら

かにした。 
 
さらに、完成したデータベースについてまちづ

くりデータベースと GISの専門家と意見交換を
行い、データベースの今後の可能性と方向性を

明らかにした。特にアメリカにおけるまちづく

りデータベース構築の専門家とは、Flash ベー
スのコミュニティ・プランニングの支援ツール

についての議論を行った。また、この専門家が



実際に構築したデータベースを活用しているサ

ンフランシスコ周辺の自治体や第三セクターに

対してヒアリング調査を行い、活用実態を調査

した。本専門家によって構築されているデータ

ベースは、プランニングの基礎となるデータと、

そこから導き出される将来予想を持って、ワー

クショップの運営などに寄与するシステムであ

った。一方、本研究では、未来予想というより

も過去の議論プロセスの蓄積を重視しており、

その点では目的は異なる部分が多いが、基本的

なまちづくりデータベースの構造については共

有することから、基礎的なシステムの構造につ

いての意見交換を行い、このような情報管理の

今後の可能性について明らかにした。 
また、GIS のデータ管理とまちづくり分析への
応用手法として、ワシントン大学の都市計画研

究室との議論を行った。この中では、GIS の応
用手法と、一括管理によるインタラクティブ性

の高いシステムについて、意見交換を行った。

これらの議論をふまえて、GIS サーバのシステ
ムを確立し、研究チーム内で情報が共有できる

ようにデータの一括管理システムを構築した。

このシステムによって、まちづくりを行ってい

る研究対象地域におけるデータを限定公開し、

web上で共有することができた。 
 
これらの成果が、情報プラットフォームとして

の地域まちづくりの進行管理につながった。い

ずれも現在進行形であるまちづくりについて、

参加者にデータベースを提示し、まちづくりや

合意形成について再確認することで、地域のま

ちづくりを総合的に進行管理することができる。 
 
以上の成果から、技術的な制約によってデータ

ベース間の有機的な連動が制限する部分はあっ

たが、長期的なまちづくりの情報を管理し、広

く成果について共有し、将来像と連動したシナ

リオ化によって社会実験をおこなうことで地域

の合意形成の支援を行うという一連のつながり

を示したという点で本研究で構築したまちづく

りデータベースは有効であり、今後技術的な制

約が取り除かれる中で、さらなる発展が見込ま

れる。 
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